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本研究の目的は，社内のデザイン組織の活動や成果を共
通的な視点で定量的に評価できる手法を開発することを通
じて，デザイン経営における「デザイン価値の可視化」問
題を明らかにし，デザイン資源の有効活用に寄与することで
ある。そこで，本研究は実務的な視点から，日本大手企業4
社のデザイン組織を対象に，プロジェクト単位で社内他部門

の中間管理層によるデザイン組織へのパフォーマンス評価
を求めて，社内デザイン組織は事業へ貢献する主な要素を
抽出した上で，それがデザイン組織への満足度に与える影
響性を考慮し検証した。分析結果を受けて，各企業におけ
るデザイン組織のパフォーマンスを定量的に評価する指標
が策定できることを示唆した。

表—1 因子分析の結果

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Q1_3 デザイン視点での商品力および訴求力向上サポート .781 .020 .158 .328 .236
Q1_1 デザインによる商品の価値向上への貢献 .777 .198 .366 .083 .015
Q1_2 製品・サービスに関する企画・提案（新製品・新機能） .684 .445 .022 .052 .320
Q1_4 将来のビジョン提案，ユーザー情報トレンド情報の提供 .196 .906 .147 .199 .157
Q1_5 ブランドとしての一貫性確保 .254 .128 .917 .113 .172
Q1_6 アウトプット納品までのスピード .209 .202 .112 .909 .217
Q1_7 貢献に対するコスト .226 .191 .187 .243 .886

固有値 3.657 0.808 0.66 0.597 0.479
寄与率 26.85 16.473 15.265 15.08 14.913
累積寄与率 26.85 43.323 58.588 73.668 88.581

表—2 重回帰分析の結果（四社総合）

四社総合
B 標準誤差 ベータ

説明変数
　商品開発力 0.630 0.065 0.478***
　情報の提供 0.033 0.040 0.035
　アウトプットの速度 0.050 0.041 0.052
　ブランドの一貫性 0.051 0.042 0.053
　コスト 0.138 0.042 0.150**
R2 0.425***

従属変数：当該期間の活動に対する総合的な満足度評価 
* p< .05,  ** p< .01, *** p<.001
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表—3 重回帰分析の結果（四社総合）

A 社 B 社 C 社 D 社

B 標準 
誤差 ベータ B 標準 

誤差 ベータ B 標準 
誤差 ベータ B 標準 

誤差 ベータ

説明変数
商品開発力 0.577 0.093 0.496** 0.213 0.168 0.132 0.769 0.076 0.672** 0.465 0.134 0.437**
情報の提供 0.112 0.067 0.126 0.236 0.106 0.186 * 0.120 0.051 0.128* 0.085 0.077 0.124
アウトプット
の速度 0.151 0.065 0.167* -0.033 0.093 -0.026 0.080 0.053 0.086 -0.079 0.082 -0.111

ブランドの 
一貫性 0.067 0.075 0.067 0.110 0.087 0.113 -0.109 0.053 -0.107* 0.139 0.087 0.205

コスト 0.105 0.060 0.125 0.386 0.088 0.375 ** 0.139 0.062 0.137 * 0.063 0.084 0.096
R2 0.611** 0.412** 0.706** 0.435**
従属変数：当該期間の活動に対する総合的な満足度評価 
* p< .05, ** p< .01, *** p<.001
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